
指定国立大学法人構想②
地域コミュティと結びついた

社会実験的な要素をもつ研究教育活動

指定国立大学法人構想①
アウトリーチ活動

研究者と市民との交流・対話の機会を創出
→「責任ある研究・イノベーション」

例）
• ソーシャルアートラボ
• 子育て・親育て・コミュニティ育て

プロジェクト
• 仮設住宅の環境改善プロジェクト
• 地域や自治体の施設を活用した

コミュニティとの連携活動

サイエンスカフェ
＝研究者が提供した自然科学・社会科学の
話題について、市民と気軽に語り合うもの

公開講座、出前授業、
シンポジウム、施設見学 等

【導入の活動】
知ってもらう

気付いてもらう

【展開の活動】
理解を深めてもらう

応援してもらう

【活動の成果】
実践してもらう
協働してもらう

サイクル

具体例

目標
九州大学ビジョン2030で目指す「シチズンサイエンス」
＝研究者と市民との対話を通じて、社会的課題の解決に資する研究・教育や協働を展開すること。

行動指針
科学コミュニケーション活動
＝研究者（専門家）が市民（非専門家）と信頼関係を築き、相互に理解を深めるためのマインド（心構え）であり、自然科学や人文・
社会学など全ての学術領域に携わる研究者と、市民との間でなされる双方向的なコミュニケーション

学外）市民・企業
• 狭義のシチズンサイエンス（＝職業科学

者以外の市民による自然科学や人文・
社会科学の科学的活動）の活性化

• リカレント教育（学び直し）への発展
• 高大接続（入試広報）
• 共同研究等の産学官連携
• 寄附（金額・件数）の拡大 など

学内）研究者
• 研究上の新たな視点・発想
• 異分野連携・学際連携の契機
• 教育手法の改善、人材育成

社会共創の実現に向けた基本方針(九州大学社会連携推進室)


